
テーマ︓駅前広場・交通結節点のあり⽅

【駅前広場のグループワーク結果①】
1班

「憩いの広場」は
駅に直結し、「交
通広場」は駅南⽅
に離して整備する。
駅から「交通広
場」に⾄る旧早稲
⽥通りを拡幅し、
安全な歩⾏者空
間を確保する。

ダイアグラムワーク作成図

第８回（仮称）下井草まちづくりラボ 【令和７年10⽉25⽇（⼟）】

⽇本⼤学理⼯学部⼟⽊⼯学科の関⽂夫教授から駅前広場に関するミニ講義を受け、広場における
「交通空間」と「憩いの空間」それぞれの役割について理解を深めました。
その後、模型や地図を⽤いて駅前広場に求める機能等について班ごとにグループワークを⾏いました。

【駅前広場の考え⽅についての講義資料（関教授講義資料）】
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３班
北側に交通機能
を集め、歩⾏者の
安全性と両⽴す
るためにコミュニ
ティ道路とする。
南側は駅前広場
敷地を活⽤して、
イベントを商店街
と⼀体的に実施
できる空間とする。ワーク作成図 ダイアグラム

４班
屋根のある⼤き
めの広場を設け、
マルシェや待ち合
わせ、お祭りや遊
び場の空間とす
る。北側をバスベ
イやタクシーベイ、
⼀般⾞両停⾞
ゾーンとする。

ダイアグラムワーク作成図

２班
バス停は現状の
位置とし、駅舎の
改修を通じて憩い
の広場を整備する。
ベンチや⽊陰があ
り、休憩できる空
間や遊具などがあ
り、⼩さなイベント
を実施できる空間
とする。ダイアグラムワーク作成図

5班
中央に誰でも使え
る憩いの広場を設
け、ちょっと休め、
ちょっと遊べる空間
とする。
停⾞したバスがまち
に対して壁にならな
いように、駅とまちが
オープンにつながる
広場空間とする。ワーク作成図 ダイアグラム
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